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1. はじめに

jjsce.cls の詳しい使い方については，同梱の
readme.pdfを参照してください．

2. 見出し（見出しが 1行以上に長くなるとき
はこの例のようにインデントし折り返され
ます）

見出しのレベルは章，節，項の 3段階までとしま
す．項より下位の見出しは用いないで下さい．

3. 数式および数学記号

数式や数学記号は次の式

𝐺 =
∞∑
𝑛=0

𝑏𝑛 (𝑡) (1)

𝐹 =
∫
Γ

sin 𝑧d𝑧 (2)

のように本文と独立している場合でも，𝐶𝐷 , 𝛼(𝑧)のよ
うに文章の中に出てくる場合でも同じ数式用のフォ
ントを用いて作成します．数式や数学記号の品質が
悪いと版下原稿として受け付けません．

4. 図表

(1) 図表の位置
図表はそれらを最初に引用する文章と同じページ
に置くことを原則とします．原稿末尾にまとめたり
してはいけません．また，図表の横幅は，「2段ぶち
抜き」あるいはこのサンプルの表-1や図-2のように
「1段の幅いっぱい」のいずれかとします．図表の幅
を 1段幅以下にして図表の横に本文テキストを配置
することはやめて下さい．図表と文章本体との間に
は 1～2行程度の空白を空けて区別を明確にします．

(2) 図表中の文字およびキャプション
図表中の文字や数式の大きさが小さくなり過ぎな
いように注意してください．特にキャプションの大
きさ (9pt)より小さくならないようにして下さい．長
いキャプションは表-1のようにインデントして折り
返します．

表-1 表のキャプションは表の上に置く．インデントが長
いときは自動的に折り返される．

資料番号 高さ ℎ(m) 幅 𝑤(m)
1 1.45 0.25
2 1.75 0.40
3 1.90 0.65

“\usepackage{jjsce-macros}”を有効にしている
場合，図表の参照に “\figref{}”，“\tabref{}”が使
えます．
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図-1 図のキャプションは図の下に置く

5. 参考文献の引用とリスト

参考文献は出現順に番号を振り，その引用箇所で
このように1) 上付き右括弧付き数字で指示します．
参考文献はそのすべてを原稿の末尾の REFERENCES
にまとめてリストとして示し，脚注にはしないでく
ださい．既往研究としての参考文献以外に，根拠資
料や史的研究の資料としての文献を示す場合には，
REFERENCESとは別に引用箇所でこのように注 1)上
付き文字で指示し，NOTESとして REFERENCESの
前にリストを示してください．NOTESには本文に対
するその他の文末注も含みます．そのため NOTES
の書式は，本文に補足すべき十分な情報を含めれば
特に規定をしないものとします．REFERENCESは英
語表記（和文の場合は [ ]内に英文併記）を求めます
が，NOTESは文献通りの表記で示してください．
\usepackage[superscript]{cite}を有効にして

いる場合，“\cite{a,b,c,d}”と記述すると，1)–4)と記
載されます．“文献\Cite{a}”と記述すると，文献 1)
と上付き添字ではなく文章中に記載されます．

謝辞：「謝辞」は「結論」の後に置いて下さい．

付録 付録の見出し

付録の section が一つしかない場合は，付録に番
号をつける必要がありません．“\section*{}”を用
いてください．付録の section が複数ある場合は，
“\section{}”を用いてください．

NOTE
注 1) 1933（昭和 8）年 7月 20日発都第 15号地方長官・

都市計画地方委員会長宛内務次官通牒「都市計畫調
査資料及計畫標準ニ關スル件」
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